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連結子会社�

南海プライウッド株式会社�
〒760-0067�
香川県高松市松福町一丁目15番10号�
電話　087（825）3615（代表）�
Eメール　np@nankaiplywood.co.jp�
http://www.nankaiplywood.co.jp�
昭和30年4月16日�
21億21百万円�
348名�
建築内装材の製造・販売�
志度工場�
〒769-2101　香川県さぬき市志度5388番地�
物流センター�
〒769-2314　香川県さぬき市造田乙井170番地1�
朝日新町保税倉庫�
〒760-0064　香川県高松市朝日新町28番1号�
ナンリツ株式会社�
南海港運株式会社�
南海システム作業株式会社�
SENTUHAMONI SDN.,BHD.�
PT.NANKAI INDONESIA
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昭和30年 4月�
昭和33年 4月�
昭和36年12月�
昭和37年 4月�
��
昭和37年12月�
��
昭和41年 6月�
�
昭和43年10月�
��
昭和46年10月�
昭和49年 9月�
�
昭和52年 1月�
�
昭和52年 5月�
昭和53年 4月�
昭和58年 4月�
��
�
�
昭和59年 8月�
��
昭和63年 1月�
��
平成元年 8月�
平成 2 年 7月�
平成 5 年 3月�
�
平成 5 年 7月�
平成 7 年 4月�
平成 8 年 4月�
��
平成 8 年 8月�
平成 9 年 4月�
��
平成 9 年12月�
��
��
平成10年 1月�
��
平成10年11月�
平成11年 5月�
平成12年 6月�
�
平成12年12月�
��
��
平成14年 3月�
平成14年 4月�
平成14年 5月�
平成14年 8月�
平成15年 7月�
��
��
�
平成16年 4月�
��
平成17年 2月�
�

香川県高松市新塩屋町に設立�
��
本社ビル新築�
香川県高松市高松町に�
屋島工場新設�
四国建設機器（株）設立�
［現在のナンリツ（株）］�
��
�
香川県高松市郷東町に�
郷東工場新設�
南海港運（株）設立�
��
�
香川県さぬき市志度に�
志度配送センター新設�
�
志度工場新設�
��
��
�
�
香川県高松市朝日新町に�
保税倉庫新設�
香川県高松市松福町に�
本社ビル新築移転�
��
��
屋島工場生産設備を志度工場
へ移転�
��
��
マレーシアに合弁会社設立�
SENTUHAMONI SDN.,BHD.�
��
香川県さぬき市造田に�
物流センター新設�
��
��
��
��
��
��
��
志度工場内に環境試験棟新設�
�
インドネシアに合弁会社設立�
PT.NANKAIINDONESIA�
��
郷東工場稼動停止�
南海システム作業（株）設立�
南海リフォームセンター設置�
��
��
��
��
��
��
�
提案営業センター新設�
　�

合板の製造販売�
天井板の生産開始�
��
��
��
��
��
南海天井板（ラミネート天井）�
生産開始�
合板製造�
��
��
日本農林規格（JAS）認定�
（屋島工場）�
��
��
木質建材認証第1号（農林省）�
�
準不燃天井「セミフネンテン」生産
開始�
日本農林規格（JAS）認定（郷東工場）�
��
��
��
��
�
収納材の生産開始�
床材（フローリング）の生産開始�
��
�
日本農林規格（JAS）認定（志度工場）�
大阪証券取引所市場第二部に上場�
��
床材（シートフロアー）の生産開始�
天井材「洋間天井」の生産開始�
建具材「内装ドア」の生産開始�
��
「低ホルムアルデヒド特殊加工化
粧合板」、「低ホルムアルデヒド複
合1種フローリング」認定取得�
床材（木質電気一体型床暖房）�
「うたたね」開発�
（財）ベターリビングよりBL認定取得�
ISO9001審査登録�
床材（リフォームフロアー）の生産
開始�
床材（電気式畳暖房）の生産開始�
床材（温水一体型床暖房）「ゆここ
ち」の生産開始�
�
�
��
ISO9001:2000年版に登録変更�
全製品のホルムアルデヒド放散量
の最上位F☆☆☆☆の基準値をク
リアーしJAS・大臣・自主表示認定
取得�
アルミ製オープン階段「ルミスト」の
発売�

会社沿革�
事業所・子会社の設置 日　付 製品と認証取得�

美しさに富み、�
　心やすらぐ�
�　快適な住環境をつくる�
�「木」の再現を�
�　求めつづけます。�

美しさに富み、�
　心やすらぐ�
�　快適な住環境をつくる�
�「木」の再現を�
�　求めつづけます。�

企業理念�



ごあいさつ�
　株主の皆様には、ますますご清祥のこととお喜び申しあげ
ます。平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。�
　さて、第52期事業報告書をお届けするにあたり、ご挨拶を
申しあげます。�
　当期のわが国経済は、企業業績の改善を背景に順調な
回復傾向を示しておりましたが、下期に入り減速の兆しを見
せ始めました。これは、IT関連の在庫調整や原油の高騰に
よる不安材料が浮上してきたことに加え、度重なる台風の襲
来と地震による自然災害の発生が影響したと思われます。�
　住宅業界におきましては、新設住宅着工戸数が低調のな
か2年連続増加したことにより堅く推移いたしました。�
　このような状況下、当社グループは海外子会社の収益改
善に取り組むとともに収納材製品の生産移管を進めました。
その結果、ローコストタイプの収納材製品の生産が可能となり、
競合他社との価格競争に対応できるようになっております。
また、アルミ製オープン階段｢ルミスト｣や和室創造ボックス「キャ
ブロック」などの新製品を発売いたしましたところ、お客様に
好評価を頂き今後の販売に期待を寄せているところであります。�
　景気は、いまだ不透明感が漂っておりますが、企業業績
の改善が続くことから、回復に向け緩やかに推移していくも
のと予想しております。�
　当社グループといたしましては、今後とも皆様のご期待に
応えるべく、環境変化への対応力と生産技術力の強化なら
びに製造原価低減に努め、収益向上を目指してまいります。�
　ところで当社は、平成17年4月16日に会社設立50周年を
迎えました。これもひとえに株主の皆様のご支援ご厚情の賜
物と深く感謝いたしております。これを機に従業員一同新た
な第一歩を踏み出し、「活力ある会社」の構築に努めてまい
りたいと存じます。�
�  株主の皆様におかれましては、何卒ご支援ご鞭撻を賜わり
ますようお願い申しあげます。�

平成１7年6月�

代表取締役社長�

代表取締役専務�

常務取締役�

常務取締役�

常務取締役�

取締役相談役�

取締役兼執行役員�

取締役兼執行役員�

丸 山 　 徹 �
山 口 時 弘 �
嶋 内 幸 秀 �
田 井 雅 士 �
植 田 幹 夫 �
丸 山 　 修 �
立 花 俊 憲 �
小 紅 正 晴 �

取締役兼執行役員�

取締役兼執行役員�

取締役兼執行役員�

取締役兼執行役員�

常 勤監査役�

監 査 役 �

監 査 役 �

監 査 役 �

濱 野 　 勝 �
藤 村 岳 志 �
正 箱 孝 史 �
丸 山 　 宏 �
高 松 幸 雄 �
水 野 　 正 �
大 川 俊 徳 �
岩 部 達 雄 �

（平成17年3月31日現在）�役　員�

代表取締役社長�

　　第52期事業報告書� 2

NANKAI  PLYWOOD



0

100

200

300

400

500

600

700

800

900
（単位：百万円）�

第52期事業報告書�3

NANKAI  PLYWOOD

　当期のわが国経済は、企業業績の改善から緩や

かな回復を続けてきましたが、徐々に減速の兆しを

見せ始めました。�

　こうしたなかで、当社の連結業績に影響を及ぼす

新設住宅着工戸数は、低調のなか２年連続増加し

たことにより堅く推移し、前年度に比べ１．７％増の

１,１９３千戸となりました。�

　このような状況下、木材関連事業、電線関連事

業等共に企業収益の改善に取り組みました。木材

関連事業においては、海外子会社の原材料調達方

法の見直しを行い製造原価低減に努めました。また、

国内工場で生産しております収納材製品の生産を

海外子会社への移管を進め、海外生産製品の割合

を増やしました。その結果、顧客要望の強かったロー

コストタイプの収納材製品の生産が可能となり、競合

他社との価格競争に対応できるようになっております。

　一方、電線関連事業等につきましては、民間企

業設備投資が堅調な推移を示しておりますが、地方

の中小企業におきましては依然として厳しい状況が

続きました。こうしたなか、積極的に地域密着型の

営業活動を展開することにより売上の確保に努めま

した。�

　以上の結果、連結業績は、売上高１４２億１６百万

円（前期比４．４％増）、営業利益９億６８百万円（同

４０６．３％増）、経常利益８億９９百万円（同３４３．５

％増）、当期純利益４億５１百万円（前期は当期純

損失２１百万円）となりました。�

当期の概況�

経常利益の推移�

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000
（単位：百万円）�

売上高の推移�

単独�連結�

単独�連結�

51期（16.3）�48期（13.3）� 49期（14.3）� 50期（15.3）� 52期（17.3）�

50期（15.3）� 52期（17.3）�48期（13.3）� 49期（14.3）� 51期（16.3）�

11,967

13,471

11,656

14,216

12,403

16,114

13,813

14,852

12,766
13,620

282

381

899

852

524

466

202

405

325 337



　　第52期事業報告書� 4

NANKAI  PLYWOOD

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000
（単位：円）�

10,400

11,400

注）売上高は、外部顧客に対する売上高であります。�

電線関連事業等�
12.7%

木材関連事業�
87.3%

その他�
0.2%

その他製品�
20.5%

収納材�
43.0%

天井材�
23.6%

　わが国経済は、景気減速が続いておりますが、海

外景気の回復による輸出の拡大から生産や企業収

益の回復が期待できることから、徐々に回復傾向を

たどると予想しております。�

　このような状況により、新設住宅着工戸数の動向

は低調のなか堅く推移していくことを予想しますが、

木材関連事業、電線関連事業等共に厳しい経営環

境が続いていくと思われます。�

　当社グループといたしましては、環境変化への対

応力と生産技術力の強化に努めるとともに、グルー

プの連携を強固にしていくことにより、業績の拡大を

図っていく所存であります。�

　木材関連事業においては、海外子会社と国内工

場の連携による効率的な生産体制を推進することに

より、生産品の製造原価低減と品質向上を推進して

まいります。また、資源・環境問題を考慮し植林材

使用への転換を図るための生産技術力強化に取り

組んでまいります。�

　一方、電線関連事業等につきましては、引き続き

積極的な営業活動を展開すると同時に合理的な経

営システムの構築に取り組み、収益の計上できる企

業を目指してまいります。�

　次期の連結業績は、売上高１４７億４百万円（前

期比３．４％増）、営業利益９億５百万円（同６．６％減）、

経常利益１０億２０百万円（同１３．４％増）、当期純

利益５億１１百万円（同１３．３％増）になるものと予

想しております。� 51期（16.3）�52期（17.3）�48期（13.3）�49期（14.3）�50期（15.3）�
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次期の見通し�

2,300

1,100

1,000

1,200

1,300

1,400
（単位：千戸）�

住宅着工戸数�

1,213
1,173

1,145
1,173 1,193

天井材�
収納材�
その他製品�
その他�

セグメント別の連結売上高構成�

新設住宅着工一戸当たりの木材関連事業の�
売上高推移�

5,100

2,800

2,500
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「提案営業センター」がオープンしました�
志度工場内に２００５年２月８日オープン、４月より本格始動しております。�

■ 提案営業センターとはこんな場所です�

会社設立50周年の節目にあたり、多くのお客様をお招きし、工場見学とあわせまして、�
当社の技術力、商品力を「提案営業センター」にてご案内致します。�

商品情報をいろいろなかたちで提供す
る場所�

南海商品を実際に見て、触れて、体感してもらうと共に、
パネル展示や説明ビデオ等様々な説明ツールが充実し
た総合案内所として利用できます。�

南海プライウッドという会社を知っても
らう場所�

見学だけではわかりづらい工場の詳しい説明や、海外
工場、物流など見学ができない部分の説明を分かりや
すく行い、南海プライウッド全体を知ってもらいます。�

最新情報を入手できる場所�

まだ製品化していない商品や、新しいデザインのものを
いち早く施工し、これからの取引きにつなげるとともに、
お客様の動向もリサーチすることができる情報交換の場
としても機能します。�

社内研修、スキルアップの場所�

施工現場を見る機会に恵まれない社員にも、ここで施
工実演を見たり、自ら施工を体験したりと生の情報を吸
収でき、よりきめの細かな販売活動につなげることがで
きます。�

▲2階建てモデルハウス�

▲センターブース�

ルミスト体験コーナー�▼
�

床暖房体験コーナー�

▼
�

①�

②�

④�

③�

●ストレートタイプ�
●L型タイプ�

ルミスト体験コーナー�

上り下りの安心感や素材にこだわったム
クならではのあたたかさを感じて頂くコー
ナーです。実際に体験してみて下さい。�

●電気床暖房 仕上げ材一体型�
　うたたね＜リブルタイプ＞�
●温水床暖房 仕上げ材一体型�
　ゆここち＜リブルタイプ＞�
●はやわざ�

床暖房体験コーナー�

実際に各種床暖房を施工し、体でそのぬ
くもりを感じて頂くコーナーです。足元
からのやさしいぬくもりをぜひ実感して
下さい。�
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2階建てモデルハウス�

 1階�
●洋室天井 ハーモシーリング�
●アートフロアーリブル�
●アルミ製オープン階段 ルミスト�
●NEWアートランバー�
●飾り棚�
●押入内部セット�

 2階�
●アートフロアーリブル�
●アルミ製オープン階段 ルミスト�
●システム机�
●飾り棚�
●和室創造BOX キャブロック�

床・天井・収納・階段と幅広くコーディネイトしてい
る「2階建てモデルハウス」。�
定版商品はもちろん、新商品、ご提案商品も加え、
お客様に住空間を感じて頂けるようになっています。�

センターブース①� センターブース③�

センターブース②� センターブース④�

●アートフロアーリブル�
●システム収納�
●ウォールゼット ムーブ�
●キャブロック�
●飾り棚�

●アートフロアーリブル�
●アルミ製オープン階段 ルミスト�
●キャブロック�
●リビング収納�
●化粧カウンター�
●飾り棚�

●アートフロアーリブル�
●アルミ製オープン階段 ルミスト�
●NEWアートランバー�
●アルミフレームカウンター�

●ウォールゼット ノエルE�
●ノエルベース�
●中段框付セット�
●NEWアートランバー�
●棚柱セット�
●ビルトインシステム収納�
●ハンガーパイプ付枕棚セット�
●飾り棚�

センターブース�

通路として使われていた空間に、スペースを有効活用したオープン
収納と家族の存在をシャットアウトしないパーソナル空間をプラスし、
多目的空間に。�

ダーク色で統一されたスタイリッシュ・モダンスタイルはハイグレー
ド感と機能性をあわせ持ち、大人の静穏な時間をよりいっそう深め
てくれます。�

ここでは収納へのノウハウと技術力を結集した、様々な収納のカタ
チ・収納の理想形をご提案します。�

リビングに階段スペースを取り込めば、そこにはオープンな大空間
が出現。気がつけば、いつも誰かが何かをしている楽しいリビング
のご提案。�



NANKAI  PLYWOOD

第52期事業報告書�7

資産の部� 負債の部�

少数株主持分�

資本の部�

（単位：百万円）�

前連結会計年度�
（平成１６年３月３１日現在）�

期別�
科目�

当連結会計年度�
（平成１７年３月３１日現在）�

期別�
科目�

流 動 負 債�

支払手形及び買掛金�

短 期 借 入 金 �

未 払 金 �

未 払 法 人 税 等 �

未 払 消 費 税 等 �

賞 与 引 当 金 �

工場稼働停止損失引当金�

デリバティブ債務�

その他の流動負債�

固 定 負 債�

長 期 借 入 金 �

退 職 給 付 引 当 金 �

役員退職慰労引当金�

その他の固定負債�

負 債 合 計�

４，９８４�

１，３２４�

９０６�

３９０�

１６０�

１１５�

１２２�

３８�

１，８９８�

２７�

５２４�

３８�

２００�

６１�

２２３�

５，５０９�

少数株主持分� ８�

資　本　金�

資本剰余金�

利益剰余金�

その他有価証券評価差額金�

為替換算調整勘定�

自 己 株 式�

資 本 合 計�

負債、少数株主持分及び資本合計�

２，１２１�

１，８６５�

１１，７３８�

１７７�

△２８�

△５７�
１５，８１６�

２１，３３３�

前連結会計年度�
（平成１６年３月３１日現在）�

５，２４７�

１，２６５�

１，２７１�

３８３�

２２７�

５１�

１１１�

２１５�

１，７０１�

２１�

６０３�

４５�

２３４�

６１�

２６１�

５，８５０�

７�

２，１２１�

１，８６５�

１１，４０６�

１８４�

４４�

△５５�
１５，５６７�

２１，４２５�

●連結財務諸表�

流 動 資 産�

現 金 及 び 預 金 �

受取手形及び売掛金�

た な 卸 資 産 �

デリバティブ債権�

繰 延 ヘ ッ ジ 損 失 �

その他の流動資産�

貸 倒 引 当 金 �

固 定 資 産�

有形固定資産�

建 物 及 び 構 築 物 �

機械装置及び運搬具�

工 具 器 具 備 品 �

土 地 �

無形固定資産�

投資その他の資産�

投 資 有 価 証 券 �

長 期 貸 付 金 �

差 入 保 証 金 �

そ の 他 の 投 資 �

貸 倒 引 当 金 �

資 産 合 計�

８，４４４�

９７６�

２，５８３�

２，９１０�

１４１�

１，５５９�

２８７�

△１４�

１２，９８１�

９，６０４�

２，７７３�

２，０００�

９２�

４，７３８�

３１１�

３，０６５�

７９９�

１２�

１，８６６�

４２４�

△３８�

２１，４２５�

当連結会計年度�
（平成１７年３月３１日現在）�

８，８０３�

１，２１３�

２，４６０�

３，１１２�

４８�

１，８４９�

１３６�

△１８�

１２，５３０�

８，８２９�

２，６２３�

１，４０３�

７２�

４，７３０�

２３０�

３，４６９�

７７５�

１９�

２，３６８�

３０８�

△２�

２１，３３３�

注）　記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。�

連結貸借対照表�
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株主資本比率�

株主資本当期純利益率�

1株当たり株主資本�

期別�
科目�

売 上 高 �

売 上 原 価 �

売 上 総 利 益 �

販売費及び一般管理費�

営 業 利 益 �

営 業 外 収 益 �

営 業 外 費 用 �

経 常 利 益 �

特 別 利 益 �

特 別 損 失 �

税金等調整前当期純利益�

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 �

法 人 税 等 調 整 額 �

少数株主利益（△損失）�
当期純利益（△損失）�

１３，６２０�

９，９６８�

３，６５２�

３，４６０�

１９１�

１６８�

１５７�

２０２�

１６�

５５�

１６３�

２７１�

△７９�
△７�
△２１�

前連結会計年度�
平成１５年４月１日から�
平成１６年３月３１日まで�

１４，２１６�

９，７７１�

４，４４５�

３，４７６�

９６８�

１６０�

２２９�

８９９�

５８�

２０９�

７４７�

２５０�

４５�

１�

４５１�

当連結会計年度�
平成１６年４月１日から�
平成１７年３月３１日まで�

期別�
科目�

営業活動による�
キャッシュ・フロー�

４�

投資活動による�
キャッシュ・フロー� △５４１�

財務活動による�
キャッシュ・フロー�

１２９�

現金及び現金同等物に�
係る換算差額� △４６�

現金及び現金同等物の�
増減額� △４５４�

現金及び現金同等物の�
期首残高�

１，４２２�

現金及び現金同等物の�
期末残高�

９６８�

前連結会計年度�
平成１５年４月１日から�
平成１６年３月３１日まで�

８８３�

△１２５�

△４９２�

△２５�

２３９�

９６８�

１，２０７�

当連結会計年度�
平成１６年４月１日から�
平成１７年３月３１日まで�

当連結会計年度�
平成１６年４月１日から�
平成１７年３月３１日まで�

期別�
科目�

資本剰余金期首残高�

資本剰余金期末残高�

利益剰余金期首残高�

利益剰余金増減高（△減少）�
配 当 金 �
役 員 賞 与 �
当期純利益（△損失）�

利益剰余金期末残高�

１，８６５�

１，８６５�

１１，４０６�

３３１�

△１１９�
�

４５１�
１１，７３８�

前連結会計年度�
平成１５年４月１日から�
平成１６年３月３１日まで�

１，８６５�

１，８６５�

１１，５２８�

△１２１�
△１００�
―�

△２１�
１１，４０６�

74 .1 ％�

2.9 ％�

1,591円�

（単位：百万円）�連結損益計算書�

（単位：百万円）�連結剰余金計算書�

（単位：百万円）�連結キャッシュ・フロー計算書�
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資産の部� 負債の部�

資本の部�

（単位：百万円）�

●個別財務諸表�
貸借対照表の要旨�

（単位：百万円）�損益計算書の要旨� （単位：百万円）�利益処分�

科目�

流 動 資 産�
現 金 及 び 預 金 �
受 取 手 形・売 掛 金 �
た な 卸 資 産 �
そ の 他 �

固 定 資 産�
有形固定資産�
建 物 �
機 械 装 置 �
土 地 ・ そ の 他 �

無形固定資産�
投資その他の資産�
投 資 有 価 証 券 �
長 期 貸 付 金 �
差 入 保 証 金 �
そ の 他 �
資 産 合 計�

７，５０１�
４０４�
１，８１５�
２，４９２�
２，７８９�
１３，４８０�
８，４５３�
２，３６２�
１，６９８�
４，３９２�
２０８�
４，８１８�
６８９�
１，８２９�
１，５０４�
７９４�

２０，９８２�

前期�
（平成１６年３月３１日現在）�

７，６３２�
６５１�
１，６８１�
２，４０２�
２，８９６�
１３，１９０�
７，７８４�
２，２６２�
１，１５４�
４，３６７�
１５６�
５，２４９�
６５６�
１，９３０�
２，００４�
６５８�

２０，８２３�

当期�
（平成１７年３月３１日現在）�

期別�
科目�
流 動 負 債�
支 払 手 形 �
買 掛 金 �
短 期 借 入 金 �
未 払 金 �
そ の 他 �

固 定 負 債�
長 期 借 入 金 �
そ の 他 �
負 債 合 計�

４，６８９�
３７４�
３７５�
１，２６０�
３１４�
２，３６５�
５３２�
－�

５３２�
５，２２１�

前期�
（平成１６年３月３１日現在）�

期別�

科目�

営 業 収 益 �
営 業 費 用 �
営 業 利 益 �

営 業 外 収 益 �
営 業 外 費 用 �
経 常 利 益 �

特 別 利 益 �
特 別 損 失 �
税引前当期純利益�

法人税、住民税及び事業税�
法 人 税 等 調 整 額 �
当 期 純 利 益 �

前 期 繰 越 利 益 �
当 期 未 処 分 利 益 �

期別� 前期�
平成１５年４月１日から�
平成１６年３月３１日まで�

資　本　金�
資本剰余金�
利益剰余金�
その他有価証券評価差額金�
自 己 株 式�
資 本 合 計�
負債及び資本合計�

２，１２１�
１，８６５�
１１，６５０�
１７７�
△５５�

１５，７６０�
２０，９８２�

４，３４０�
４０９�
３３６�
９００�
３０５�
２，３８９�
４３０�
－�

４３０�
４，７７０�

当期�
（平成１７年３月３１日現在）�

２，１２１�
１，８６５�
１１，９６５�
１５７�
△５７�

１６，０５２�
２０，８２３�

１１，９６７�
１１，６６９�
２９７�
２０４�
９６�
４０５�
１７�
５４�
３６８�
２６３�
△１０２�
２０６�
５３�
２６０�

当期�
平成１６年４月１日から�
平成１７年３月３１日まで�

１２，４０３�
１１，７１０�
６９２�
１９８�
３８�
８５２�
５７�
２１１�
６９９�
２４４�
２１�
４３３�
６５�
４９８�

科目�

当 期 未 処 分 利 益 �

特別償却準備金取崩額�

計�

株 主 配 当 金 �

　�

取 締 役 賞 与 金 �

監 査 役 賞 与 金 �

別 途 積 立 金 �

次 期 繰 越 利 益 �

期別� 前期�
株主総会承認日�

（平成１６年６月２５日）�

当期�
株主総会承認日�

（平成１７年６月２４日）�

２６０�

２３�

２８４�

１１９�

（１株につき１２円）�

－�

－�

１００�

６５�

４９８�

２０�

５１９�

１４８�

（１株につき１５円）�

２５�

１�

３００�

４４�

注）１株当たりの当期純利益 ２０円６７銭 ４１円５銭�
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（平成17年3月31日現在）�株式の状況�

株　主　名�

南 海 興 産 株 式 会 社 �

財 団 法 人 南 海 育 英 会 �

株 式 会 社 百 十 四 銀 行 �

丸 山 　 修 �

株 式 会 社 愛 媛 銀 行 �

エスアイエス  セガ  インターセトル  エージー�

南海プライウッド従業員持株会�

総　数�

大株主�

所有単元数別分布状況� 所有者別分布状況�

地域別分布状況�

九　州�
５６単元�

０．５７％（２５名）�

中　国�
９２単元�

０．９３％（２９名）�

四　国�
７，６５５単元�

７７．４６％（３６３名）�

近　畿�
６７０単元�

６．７８％（１５７名）�
海　外�
３８５単元�
３．９％（９名）�

中　部�
２３５単元�

２．３８％（９８名）�

関　東�
７６６単元�

７．７５％（１６０名）�

東　北�
２０単元�

０．２％（１０名）�

北海道�
３単元�

０．０３％（２名）�

株主メモ�

持　株　数� 議決権比率�

２，９４３千株�

１，５５４　　�

４６７　　�

３４４　　�

２４３　　�

１８０　　�

１４７　　�

３０．３０％�

１６．００　�

４．８０　�

３．５４　�

２．５０　�

１．８５　�

１．５１　�

会社が発行する株式の総数 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０，０００，０００株�

発行済株式総数 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０，０９５，８００株�

株主総数 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９３５名（前期末比１５名増）�

ただし、株式の消却が行われた場合は、これに相当する株式数を減ずる。�

（１単元＝千株）�

自己株式の保有�

保有自己株式数 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７２千株�

決算期�
3月31日�

定時株主総会�
6月下旬�

名義書換代理人�
株式会社だいこう証券ビジネス�

名義書換取扱場所�

同取次所�
株式会社だいこう証券ビジネス　各支社�

上場証券取引所�
株式会社大阪証券取引所　市場第二部�
（証券コード　7887）�
公告の方法�
日本経済新聞に掲載いたします。�
ただし、商法特例法に定める�
貸借対照表及び損益計算書にかかる情報は、�
http://www.nankaiplywood.co.jp/kai/kej/k-top.htm�
において提供しております。�

〒541-8583　大阪市中央区北浜二丁目4番6号�
株式会社だいこう証券ビジネス　本社証券代行部�
�株式事務各種問合せ�
　・フリーコール電話番号　0120-255-100
株式関係手続用紙請求先�
　・フリーコール電話番号　0120-351-465
インターネットホームページ　http://www.daiko-sb.co.jp

１００単元以上�
６，４２８単元�

６５．０５％（１１名）�

１０単元以上�
１，７１２単元�

１７．３２％（６９名）�

１単元以上�
１，７４２単元�

１７．６３％（７７３名）�

金融機関�
９３４単元�

９．４５％（７名）�

証券会社�
３１単元�

０．３１％（１２名）�

外国人等�
３８５単元�
３．９％（９名）�

個人その他�
３，３４４単元�

３３．８４％（７５０名）�

その他国内法人�
５，１８８単元�
５２．５％（７５名）�




